
長崎大学・感染症共同研究拠点・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１７３０１

基盤研究(B)（一般）

2019～2017

ウイルス由来ノンコーディングRNAによるフラビウイルス感染制御メカニズムの解明

Regulation of flavivirus infection by virus-derived long non-coding RNA

５０４２１９８８研究者番号：

好井　健太朗（YOSHII, Kentaro）

研究期間：

１７Ｈ０３９１０

年 月 日現在  ２   ６   ３

円    12,500,000

研究成果の概要（和文）：ダニ媒介性脳炎ウイルス（TBEV）の高病原性化に関与する3'非翻訳領域（3'-UTR）に
焦点を当てて、ウイルス由来長鎖ノンコーディングRNA（lncRNA）の感染における役割を解析した。3'-UTRの変
異により、マウスにおいてTBEVの病原性が上昇すること、また産生されるウイルス由来lncRNAの状態が影響を受
ける事が明らかになった。さらに3'-UTR由来のRNAと相互作用する宿主蛋白を同定しその機能を解析すること
で、相互作用が宿主における増殖に影響を与えている事が明らかになった。これらの知見はウイルス由来lncRNA
を標的としたウイルス制御法の開発に有用であると期待される。

研究成果の概要（英文）：The 3'-untranslated region (3'-UTR) of tick-borne encephalitis virus (TBEV) 
plays an important role in the viral pathogenesis. In this study, we investigated detailed 
mechanisms of virus-derived long non-coding RNA (lncRNA) from the 3'-UTR of TBEV in TBEV infection. 
Deletions in the 3'-UTR increased virulence in a mouse model and affected the production of 
virus-derived lncRNA. We identified host proteins interacting the 3'-UTR of TBEV RNA in mammalian 
and tick cells, and revealed that the interaction affected viral replication mechanisms. These 
insights are useful for understanding virus transmission and pathogenic mechanism of flavivirus.

研究分野：人獣共通感染症学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
節足動物媒介性フラビウイルスは、媒介動物であるダニや蚊においては、病原性を示すことなく持続感染が成立
しているのに対し、脊椎動物に感染した場合、宿主に対して様々な病原性を示すが、これらの機序には不明な点
が多く、有効な治療法や感染の制御法の開発には至っていない。本研究ではウイルスのコードする蛋白質ではな
く、蛋白をコードしないRNAに着目し解析することにより、これらのRNAが宿主の応答を制御することによって、
感染に影響を与えていることを示した。これらの成果は、フラビウイルスの感染現象の全容解明の基盤となると
ともに、将来的な流行防止対策等にも応用可能な発展性を有していると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
フラビウイルス科フラビウイルス属に属するウイルスの多くは、ダニや蚊等の節足動物によ
って媒介されており、ヒトや家畜に感染した場合重篤な症状（脳炎・出血熱等）を引き起こす人
獣共通感染症の原因ウイルスが属している。近年話題となっている、デングウイルスやジカウイ
ルスのように、フラビウイルスは世界人口の 1/3 に感染リスクがあるとされている。また国内に
おいても、2016 年に国内初の感染死亡症例が発生したダニ媒介性脳炎ウイルス（TBEV）や、日
本脳炎ウイルス等の神経向性フラビウイルスが常在していて、これらのウイルスに対する流行
防止対策が公衆衛生上の重要な課題となっている。 
 このような節足動物媒介性フラビウイルスは、自然界における媒介動物であるダニや蚊にお
いては、体内でウイルスが増殖するが、宿主に対する病原性を示すことなく持続感染が成立して
いるものと考えられている。またダニ媒介性のフラビウイルスでは経齢間伝達により脱皮後も
ウイルスが保持され、また経卵巣伝達によって次世代にウイルスが伝達される事が知られてお
り、すなわちウイルスが世代を越えて生育環境下で長期間維持されることが分かっている。それ
に対し、脊椎動物（主に鳥類・哺乳類）に感染した場合、ウイルスは体内で一過性に増殖し宿主
の免疫応答により排除される。その過程で、宿主において様々な病原性を示すことが報告されて
いる。一般に宿主動物はウイルスの感染に対しての防御応答機能を有しているが、フラビウイル
ス感染の場合、節足動物の体内では宿主の防御応答を回避して感染が維持されているのに対し、
脊椎動物の体内では宿主の防御応答との均衡が崩れることにより病原性を発現している事が示
唆されている。しかしこれらの機序には不明な点が多く、有効な治療法や感染の制御法の開発に
は至っていない。 
 生物のゲノム DNA からは、蛋白質をコードする mRNA が転写されるだけではなく、大部分の転
写 RNA は蛋白質をコードしないノンコーディング RNA（ncRNA）であることが近年明らかになっ
ており、この ncRNA が生命現象の複雑な表現形とその変化を制御しているのではないかと考え
られている。その中でも長鎖 ncRNA（lncRNA）については、殆どがその生理機能が不明なままで
ある。 
 近年、フラビウイルスはウイルス遺伝子 RNA に由来する lncRNA を産生している事が明らかに
された（引用文献１）。研究代表者達はこれまでの研究で、TBEV の哺乳動物に対する高病原性株
ではウイルス遺伝子 RNA 由来の lncRNA の産生に関わると推定される、3’非翻訳領域（3’-UTR）
に欠損があり、この欠損によって病原性が上昇することを明らかにしてきた（引用文献２、３）。
また、この高病原性株は、感染したマウスのウイルス由来 RNA に対する自然免疫応答を回避して
病原性を示すことも明らかにした（引用文献４）。一方、以前の研究において、3’-UTR 領域の
遺伝子 RNA 配列は、自然界におけるダニを介した感染環では保持されているが、哺乳動物体内に
おける増殖過程において変異や欠損が生じる事が明らかになっている（引用文献５）。 
 以上のような研究動向から、研究者はフラビウイルスに由来する lncRNA について、自然界で
3’-UTR が高度に保存されているのは、ウイルス由来 lncRNA が媒介節足動物での持続感染にお
いて宿主の免疫機構の抑制等の重要な働きをしているためであり、一方、哺乳動物ではウイルス
が感染・増殖する過程で lncRNA 領域に変異が生じることで、lncRNA が生体に与える影響が変化
し、病原性が上昇しているのではないか、という着想に至った。この事から、フラビウイルスの
3’-UTR を介したウイルス由来 lncRNA の機能を解析していく事で、フラビウイルスの感染制御
につながる重要な科学的知見を得られるのではないかと考え、研究に着手した。 
 
 
２．研究の目的 
上記の背景及びこれまでの研究成果を基に、本研究では、フラビウイルス感染におけるウイル
ス由来 lncRNA の生理学的・生態学的意義を解明し、ウイルス由来 lncRNA を対象とした治療・予
防法へ展開するための足がかりとする科学的知見を得る事を目的とする。 
具体的には、節足動物と脊椎動物の異なる宿主間におけるフラビウイルス感染について、ウイ
ルスが感染した宿主細胞におけるウイルス由来 lncRNA の産生メカニズムの解析を行う。ウイル
ス由来 lncRNA の産生に重要と考えられている 3’-UTR に着目して、ウイルス遺伝子 RNA 中のウ
イルス由来 lncRNA の産生に影響を与える配列や RNA の 2 次構造を解析するとともに、節足動物
及び哺乳動物の各種細胞におけるウイルス由来 lncRNA の産生状況を比較解析することで、ウイ
ルス由来 lncRNA の産生機序を明らかにする。 
またウイルス遺伝子 RNA の 3’-UTR やそれに由来する lncRNA が、ウイルスの感染した哺乳動
物において、生体に与える生理・病理学的影響を明らかにするとともに、ウイルス RNA が相互作
用する自然免疫系や RNA 代謝機構の関連宿主因子を同定し、ウイルス感染における機序を解明
する。さらに媒介節足動物においてウイルス由来 lncRNA と相互作用する宿主因子を同定し、そ
の作用機序を解析することで、媒介節足動物でウイルスが宿主の防御機構を回避し持続感染を
成立させているメカニズムを明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 
（１）欠損導入組換え TBEV の作製 
TBEV の遺伝子 RNA の 3’UTR は、3’側のウイルス株間においても高度に保存されている Core 



element と、ウイルス株間において長さの異なる欠損が認められる 5’側 Variable region に分
か れ て い る （ 図 1 ）。 RNA の 2 次 構 造 解 析 プ ロ グ ラ ム で あ る MFOLD 
（http://mfold.rna.albany.edu/?q=mfold/RNA-Folding-Form）による解析では、7 つの stem-
loop (SL)を持っていることが推定された。以前の SL3～SL5 までを欠損した高病原性株の研究
において、SL3 及び SL4、又は SL5 の欠損によりマウスモデルにおける TBEV の病原性が上昇す
るという事を明らかにしている（引用文献３）。また、SL6 および SL7 が構成する RNA の 2 次構
造は、ウイルス由来 lncRNA の産生に関与することが蚊媒介性フラビウイルスにおいて報告され
ている（引用文献 1）。 
本研究では、これらの SL構造の機能を解析するために、研究代表者達が以前に作製した TBEV
の北海道の犬から分離された Oshima 5-10 株に由来する感染性 cDNA（引用文献６）を用いて、
SL3 及び SL4、SL5、SL3～SL5、SL6 及び SL7 を欠損したウイルス（ΔSL3-4、ΔSL5、ΔSL3-5、
ΔSL6-7）を作製した。 

 
 
 
（２）ウイルスの増殖性、病原性解析 
作製したウイルスを、BHK 細胞（ハムスター腎臓由来）または ISE6 細胞（クロアシマダニ卵
巣由来）に感染させ、経時的に培養上清を回収した。培養上清中のウイルスは、BHK 細胞を用い
たプラークアッセイにより力価を測定した。 
ウイルスが感染した細胞から RNA を抽出し、変性アガロースゲルでの電気泳動により分離し、
ニトロセルロース膜に転写後、TBEV のプラス鎖 RNA の 3’-UTR 領域を対象としたビオチン標識
RNA プローブによりウイルス由来 RNA を検出した。 
また、C57BL/6J マウスに皮下接種(100 pfu もしくは 1,000 pfu)し、 病原性の解析を行った。
ウイルス接種マウスを 28 日間観察し、体重の変化及び臨床症状を記録した。またウイルス接種
後、経時的にマウスを安楽死させ、血液、脾臓、脳を採材し、各臓器中のウイルス力価を測定し
体内でのウイルス動態を解析した。 
 
（３）ウイルス由来 RNA と相互作用する宿主因子の解析 
 Oshima 株の野生型（wt）、ΔSL3-5、並びにΔSL6-7 に由来する 3’-UTR の RNA を人工合成し、
ビオチンを付加した。ビオチン標識 RNA と 293T 細胞（ヒト腎臓由来）または ISE6 細胞の細胞溶
解液を混和し、ストレプトアビジンビーズを用いて、RNA と相互作用する宿主蛋白を共沈降させ
た。共沈降した宿主蛋白を SDS-PAGE により分離した後に、各ウイルス由来 RNA に特異的なバン
ドを切り出し、液体クロマトグラフィー／タンデム質量分析法により解析し、蛋白を同定した。 
 同定された各蛋白質について pCAGGS プラスミドを用いて Flag タグ標識組換え蛋白として発
現させ、ビオチン標識 RNA と混和後、抗 Flag タグ抗体を用いて免疫沈降し、沈降物中の RNA を
抽出し TBEV の 3’-UTR に特異的なプライマーを用いて RT-PCR を行った。 
 また、同定された宿主蛋白について、RNAi により蛋白の発現を抑制した細胞にウイルスを感
染させ、ウイルス増殖に対する影響を解析した。 
 
 
４．研究成果 
（１）SL の欠損によるウイルスの性状に対する影響 
各 SL を欠損したウイルスを BHK 細胞に感染させた所、ウイルスの増殖性の変化は認められな
かった。またΔSL6-7 について、ISE6 細胞に感染させた所、wt と比較して増殖の遅延が認めら
れた。ウイルスが感染した細胞における 3’-UTR に由来するウイルス由来 lncRNA の産生状態を
解析した所、wt では約 400bp のウイルス由来 lncRNA の産生が観察されたが、ΔSL6-7 では産生
が認められなかった。以上の結果から、哺乳動物細胞において、それぞれの SL 構造はウイルス
のゲノムの複製・増殖能には関与していないことが示された。一方、媒介動物であるマダニの細
胞においては、SL6-7 がウイルス由来 lncRNA の産生に関与しており、これによりウイルスの増

図１. TBEV のウイルスゲノム構造の模式図 



殖に寄与している事が示唆された。 
またマウスモデルでは、wtの感染と比較して、ΔSL6-7 を感染させた場合、生存率の低下が認
められた。IFN 応答性プロモーターによるレポーターアッセイを行った所、IFNα作用下での IFN
応答性プロモーター活性は、wt の感染時よりも、SL6-7 の感染時の方が抑制を受けていた。これ
らの事より、TBEV のウイルス由来 lncRNA は宿主の自然免疫応答を制御することによって病原性
発現に影響を及ぼしているものと考えられた。 
 
（２）TBEV の 3’-UTR 由来の RNA と相互作用する宿主因子の同定及び機能解析 
人工合成した 3’-UTR 由来 RNA と共沈降した 293T
細胞由来蛋白質を質量分析により解析した所、wt と
共沈降した蛋白として 15個が同定された。そのうち
11 個の蛋白はΔSL3-5 とも同レベルで共沈降してい
たが、Cold shock domain containing-E1 (CSDE1)、
interleukin enhancer binding factor 3 (ILF3)、
spermatid perinuclear RNA binding protein 
(STRBP) 、及び fragile X mental retardation 
protein (FMRP) の 4 個の蛋白質は共沈降が認められ
ない、もしくは検出量が低かった。 
抗体を用いて共沈降サンプル中のこれらの蛋白質
を検出した所、質量分析の結果と同様に、CSDE1、
ILF3、FMRP の 3つの蛋白質について wt の RNA との共
沈降が確認され、ΔSL3-5 との共沈降サンプルからは
検出されなかった。また、flag タグ標識した CSDE1、
ILF3、FMRP を 293T 細胞で過剰発現させ、人工合成し
た 3’-UTR 由来 RNA と反応後、免疫沈降を行い、共
沈降した RNA の検出を試みた所、wt の RNA のみ検出
され、ΔSL3-5 の RNA は検出されなかった。 
さらに、これらの蛋白質と 3’-UTR の相互作
用について詳細な解析を行うため、wt 及びΔ
SL3-4、ΔSL5、ΔSL3-5 に由来する 3’-UTR の
RNA と蛋白質との相互作用の比較を行った。そ
の結果、ΔSL3-4 及びΔSL5 に由来する RNA と
も 3つの蛋白質は相互作用することが示された
（図 2）。以上の解析から、SL3-5 が構成する高
次構造を介して、同定された宿主蛋白質は相互
作用しているものと考えらえた。 
同定された宿主蛋白のウイルス増殖に関わ
る機能を解析するために、siRNAもしくはshRNA
によって、CSDE1 もしくは FMRP 蛋白の発現抑制
が確認された 293T 細胞に TBEV を感染させ、ウ
イルスの産生量を測定した。CSDE１のノックダ
ウンした細胞では wt 及びΔSL3-5 ともにウイ
ルス産生量への影響は認められなかった。一
方、FMRP をノックダウンした細胞では wt のウ
イルス産生量が 95%以上減少し、ΔSL3-5 にお
いてもウイルス産生量は減少していたが、その
減少率は wt より低かった（図 3）。 
今回同定された宿主蛋白はいずれもRNAの代
謝経路に関与する事が知られている。その中で
も FMRP のノックダウンにより、TBEV の増殖は
大きく抑制され、さらに SL3-5 の欠損によりそ
の抑制効果は減少した。この事から、FMRPはTBEV
のウイルス遺伝子の複製に関与しており、高病
原性株で認められる 3’-UTR の欠損はその機能
に影響を及ぼしていると考えられる。 
 
 また媒介節足動物であるマダニ由来宿主蛋白とウイルス由来 lncRNA の相互作用を解析するた
めに、wt やΔSL6-7 から産生されるウイルス由来 lncRNA を人工合成し、共沈降する ISE6 細胞
内の宿主蛋白を解析した。その結果 7つの蛋白質が双方のウイルス由来 lncRNA と共沈降してい
る事が示された。これらの蛋白質のウイルス増殖に関わる機能を解析するため、2本鎖 RNA を用
いてそれぞれの mRNA の発現を抑制した ISE6 細胞に TBEV を感染させ、ウイルスの産生量を測定
した。その結果、全ての宿主蛋白質遺伝子のノックダウンについて、wt の増殖に対する影響は
認められなかった。一方、ΔSL6-7 の増殖に対して、5つの宿主蛋白質遺伝子については wt 同様

図 2. TBEV の 3’-UTR 由来 RNA

と宿主蛋白の相互作用 

図 3. CSDE1（A）、FMRP(B)ノックダウン

時の TBEV 増殖への影響 



ノックダウンによる影響は認められなかったが、ATP 合成酵素、並びに 1種類の機能が未知の蛋
白質遺伝子のノックダウンにより、ウイルスの産生量が優位に増加した。これらの結果から、2
つの宿主蛋白は特定のウイルス由来 lncRNA が存在しない条件下では、ウイルスの増殖を負に制
御（増殖抑制）するように働いていて、ウイルス由来 lncRNA はこの宿主蛋白の機能を阻害する
働きがあり、そのため TBEV は宿主蛋白によるウイルス増殖抑制作用の影響を受けず増殖したも
のと考えられた。 
 
 以上の研究から、TBEV の 3’-UTR に由来する ncRNA は、哺乳動物や媒介節足動物の宿主蛋白
と相互作用し、病原性発現やウイルス増殖において重要な機能を示していることが明らかとな
った。今後はウイルス由来 lncRNA についてさらに詳細な解析を進めることで、lncRNA を標的と
した抗ウイルス分子の開発並びに、自然界におけるウイルスの伝播メカニズムの解明並びにそ
の制御法の開発などにつながるものと期待される。 
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日本におけるダニ媒介性脳炎の現状と課題

ウエストナイルウイルスのカプシドタンパク質によるオートファジー抑制機構の解析

ダニ媒介性脳炎研究のこれまでとこれから

 ３．学会等名

第53回日本脳炎ウイルス生態学研究会



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第7回実験動物科学シンポジウム（招待講演）

第161回日本獣医学会学術集会

第161回日本獣医学会学術集会

第161回日本獣医学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中釜尚人、平野港、武藤芽未、西山祥子、中尾亮、小林進太郎、苅和宏明、好井健太朗

中安美樹、小林進太郎、平野港、武藤芽未、苅和宏明、好井健太朗

高橋侑嗣、石塚万里子、平野港、武藤芽未、西山祥子、小林進太郎、苅和宏明、好井健太朗

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

マダニ由来培養細胞に内在するウイルスエレメントの外来性ウイルス感染への影響の解析

ダニ媒介性ウイルスのウイルス様粒子を用いた新規IgM-ELISA系の開発

2017年に北海道道央地域で分離されたダニ媒介性脳炎ウイルスの性状解析

「ダニ媒介性脳炎ウイルス研究と動物実験」

 １．発表者名
好井健太朗



2018年

2018年

2018年

2018年

第161回日本獣医学会学術集会

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第161回日本獣医学会学術集会

第161回日本獣医学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

西山祥子、平野港、武藤芽未、神原真生、小林進太郎、苅和宏明、好井健太朗

 ２．発表標題

川上怜子、小林進太郎、好井健太朗、苅和宏明

佐鹿万里子、石塚万里子、三瓶孝男、小林進太郎、西山祥子、苅和宏明、好井健太朗

小林進太郎、好井健太朗、Phongpaew Wallaya、武藤芽未、平野港、大場靖子、澤洋文、苅和宏明

第161回日本獣医学会学術集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ダニ媒介性脳炎ウイルス由来非コードRNAの感染時における機能解析

ユビキチンの蓄積に着目したウエストナイルウイルスの病原性解析

北海道のアライグマを対象としたダニ媒介性脳炎ウイルスの血清疫学調査

ウエストナイルウイルス感染で起こるオートファジーの抑制と神経病態形成の関係

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第18回人と動物の共通感染症研究会学術集会（招待講演）

第25回トガ・フラビ・ペスチウイルス研究会

好井健太朗

中釜尚人、平野港、武藤芽未、西山祥子、中尾亮、小林進太郎、苅和宏明、好井健太朗

高橋侑嗣、石塚万里子、平野港、武藤芽未、西山祥子、小林進太郎、苅和宏明、好井健太朗

川上怜子、小林進太郎、好井健太朗、苅和宏明

第25回トガ・フラビ・ペスチウイルス研究会

第25回トガ・フラビ・ペスチウイルス研究会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

日本におけるダニ媒介性脳炎の現状と課題

マダニ由来培養細胞に内在するウイルスエレメントの外来性ウイルス感染への影響の解析

2017年に北海道道央地域で分離されたダニ媒介性脳炎ウイルスの性状解析

ユビキチンの蓄積に着目したウエストナイルウイルスの病原性解析

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第25回トガ・フラビ・ペスチウイルス研究会

第66回日本ウイルス学会学術集会

第66回日本ウイルス学会学術集会

第66回日本ウイルス学会学術集会

Shoko Nishiyama, Minato Hirano, Memi Muto, Mao Kambara, Shintaro Kobayashi, Hiroaki Kariwa, Kentaro Yoshii

中釜尚人、平野港、武藤芽未、西山祥子、中尾亮、小林進太郎、苅和宏明、好井健太朗

高橋侑嗣、石塚万里子、平野港、武藤芽未、西山祥子、小林進太郎、苅和宏明、好井健太朗

小林進太郎、金子知里、川上怜子、好井健太朗、苅和宏明

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Functional analysis of subgenomic flavivirus RNA derived from tick-borne encephalitis virus

マダニ由来培養細胞に内在するウイルスエレメントの外来性ウイルス感染への影響の解析

2017年に北海道道央地域で分離されたダニ媒介性脳炎ウイルスの性状解析

エンベロープ蛋白質のアミノ酸変異によるウエストナイルウイルスの増殖および病態形成への影響

 １．発表者名



2018年

2018年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第86回日本寄生虫学会大会

日本ウイルス学会北海道支部 第51回夏季シンポジウム（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

好井健太朗

 ２．発表標題

川上怜子、小林進太郎、好井健太朗、苅和宏明

Shintaro Kobayashi，Kentaro Yoshii，Wallaya Phongphaew，Memi Muto，Minato Hirano，Yasuko Orba，Hirofumi Sawa，Hiroaki Kariwa

草木迫浩大、Emmanuel Pacia Hernandez、Melbourne Rio Talactac、好井健太朗、田仲哲也

第66回日本ウイルス学会学術集会

第66回日本ウイルス学会学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ダニ媒介性脳炎の現状と最新研究知見について

ウエストナイルウイルスの増殖および病原性発現におけるユビキチンの機能解析

Autophagy inhibition through AMP-activated protein kinase degradation in West Nile virus-induced neurological disease.

ペルオキシレドキシンは連携して細胞内過酸化水素濃度を制御する

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Union of Microbiological Societies 2017（国際学会）

International Union of Microbiological Societies 2017（国際学会）

Shintaro Kobayashi, Kentaro Yoshii, Wallaya Phongphaew, Memi Muto, Minato Hirano, Yasuko Orba, Hirofumi Sawa, Hiroaki Kariwa

Minato Hirano, Memi Muto, Hirofumi Kondo, Mizuki Sakai, Shintaro Kobayashi, Hiroaki Kariwa, Kentaro Yoshii

Memi Muto, Wataru Kamitani, Mizuki Sakai, Minato Hirano, Shintaro Kobayashi, Hiroaki Kariwa, Kentaro Yoshii

Melbourne Rio Talactac, Yurika Yada, Kentaro Yoshii, Emmanuel Pacia Hernandez,  Kodai Kusakisako, Hiroki Maeda, Kozo
Fujisaki, Masami Mochizuki, Tetsuya Tanaka

International Union of Microbiological Societies 2017（国際学会）

第160回日本獣医学会学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Inhibition of autophagy by capsid protein of West Nile virus is involved in accumulation of denatured proteins leading to
neurologic disease

Genomic RNA of tick-borne encephalitis virus is transported in neuronal dendrites via neuronal granule machinery

Identification of host proteins interacting with the 3’ UTR of Tick-borne Encephalitis Virus

Characterization and antiviral activity of a newly identified defensin-like peptide, HEdefensin, in the hard tick
Haemaphysalis longicornis

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第160回日本獣医学会学術集会

第160回日本獣医学会学術集会（招待講演）

第160回日本獣医学会学術集会

第160回日本獣医学会学術集会

好井健太朗

武藤芽未、神谷亘、境瑞紀、平野港、小林進太郎、苅和宏明、好井健太朗

神原真生、平野港、武藤芽未、石塚万里子、小林進太郎、苅和宏明、好井健太朗

Emmanuel Pacia Hernandez, Kodai Kusakisako, Remil Linggatong Galay, Melbourne Rio Talactac, Kentaro Yoshii, Tetsuya Tanaka

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

フラビウイルスの疫学および病態発現機序に関する研究

ダニ媒介性脳炎ウイルスの3’非翻訳領域に関わる宿主因子の検索

ダニ媒介性ウイルス感染におけるダニRNAi関連因子の機能解析

Induction of Ferritin1 expression in Ixodes scapularis embryo derived cell line (ISE6)

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第160回日本獣医学会学術集会（招待講演）

第160回日本獣医学会学術集会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

小林進太郎

 ２．発表標題

金子知里、小林進太郎、好井健太朗、苅和宏明

好井健太朗

小林進太郎

第160回日本獣医学会学術集会

第160回日本獣医学会学術集会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ウエストナイルウイルスとオートファジー

ウエストナイルウイルスの脳内侵入におけるエンベロープタンパク質のアミノ酸の解析

ダニ媒介性脳炎の疫学及び病態発現機序の最新知見

フラビウイルス感染症における脳炎発症機序の解明と新規診断法・予防法開発への応用

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第24回トガ・フラビ・ペスチウイルス研究会

第24回トガ・フラビ・ペスチウイルス研究会

平野港、武藤芽未、近藤寛史、境瑞紀、小林進太郎、苅和宏明、好井健太朗

武藤芽未、神谷亘、境瑞紀、平野港、小林進太郎、苅和宏明、好井健太朗

小林進太郎,、好井健太朗、Wallaya Phongphaew、武藤芽未、平野港、大場靖子、澤洋文、苅和宏明

神原真生、平野港、武藤芽未、石塚万里子、小林進太郎、苅和宏明、好井健太朗

第24回トガ・フラビ・ペスチウイルス研究会

第24回トガ・フラビ・ペスチウイルス研究会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ダニ媒介性脳炎ウイルスゲノムRNAとNeuronal granuleの相互作用の解析

ダニ媒介性脳炎ウイルスの3’非翻訳領域に関わる宿主因子の検索

ウエストナイルウイルスのカプシドタンパク質によるオートファジーの抑制と変性タンパク質の蓄積および神経病態形成機構についての解
析

ダニ媒介性ウイルス感染におけるダニRNAi関連因子の機能解析

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第24回トガ・フラビ・ペスチウイルス研究会

第65回日本ウイルス学会学術集会

第65回日本ウイルス学会学術集会

第65回日本ウイルス学会学術集会

Melbourne Rio Talactac, Kentaro Yoshii, Emmanuel Pacia Hernandez, Kodai Kusakisako, Kozo Fujisaki, Masami Mochizuki, Tetsuya
Tanaka

Shintaro Kobayashi, Kentaro Yoshii, Wallaya Phongphaew, Memi Muto, Minato Hirano, Yasuko Orba, Hirofumi Sawa, Hiroaki Kariwa

Minato Hirano, Memi Muto, Hirofumi Kondo, Mizuki Sakai, Shintaro Kobayashi, Hiroaki Kariwa, Kentaro Yoshii

西山祥子、平野港、武藤芽未、神原真生、小林進太朗、苅和宏明、好井健太朗

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Evaluation of the vector competency of Haemaphysalis longicornis ticks in transmitting the Japan isolate Thogoto virus to
mice

Inhibition of autophagy by capsid protein of West Nile virus is involved in accumulation of denatured proteins leading to
neurologic disease

ダニ媒介性脳炎ウイルスゲノムRNA とNeuronal Granule を構成するRNA 結合タンパク質との相互作用の解析

ダニ媒介性脳炎ウイルス由来subgenomic flavivirus RNAの機能解析

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第65回日本ウイルス学会学術集会

第65回日本ウイルス学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中安美樹、小林進太郎、平野港、武藤芽未、苅和宏明、好井健太朗

好井健太朗

Memi Muto, Wataru Kamitani, Mizuki Sakai, Minato Hirano, Shintaro Kobayashi, Hiroaki Kariwa, Kentaro Yoshii

神原真生、平野港、武藤芽未、石塚万里子、小林進太郎、苅和宏明、好井健太朗

第65回日本ウイルス学会学術集会（招待講演）

第65回日本ウイルス学会学術集会

 ２．発表標題

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ダニ媒介性ウイルスのウイルス様粒子を用いた新規IgM-ELISA系の開発

ダニ媒介性フラビウイルスの病原性発現機序に関する研究

Identification of host proteins interacting with the 3’ UTR of Tick-borne Encephalitis Virus

ダニ媒介性ウイルス感染におけるダニ由来RNA依存性RNA ポリメラーゼ（RdRp）の機能解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年
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〔産業財産権〕

〔その他〕
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６．研究組織

研
究
分
担
者

小林　進太郎

(KOBAYASHI Shintaro)

(00634205)

北海道大学・獣医学研究院・助教

(10101)

研
究
分
担
者

田仲　哲也

(TANAKA Tetsuya)

(00322842)

鹿児島大学・農水産獣医学域獣医学系・教授

(17701)

 ２．発表標題

 ２．発表標題

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

第40会日本分子生物学会学術集会

第40会日本分子生物学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

田仲哲也, 井戸明子, 草木迫浩大, 諸熊遥樹, 正谷達謄, Hernandez Emmanuel, Talactac Melbourne, 好井健太朗

小林進太郎, 好井健太朗, Wallaya Phongphaew, 武藤芽未, 平野港, 大場靖子, 澤洋文, 苅和宏明

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

マダニ胚由来細胞における遺伝子発現ベクターの探索並びに構築

ウエストナイルウイルスのカプシドタンパク質によるオートファジーの抑制による変性タンパク質の蓄積と神経病態形成についての解析


